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さて、長いこと「太極拳」の活動に携わってきた私ですが、次世代の指導者や運営にかか

わる人材の育成に思いをめぐらす年齢ともなってきました。太極拳に限らず、多くの皆さん

が生涯スポーツを楽しむことができる影には、先立ちとなる指導者や運営に携わる方々の

存在が欠かせません。しかし多くの場合は、運営の多岐にわたる仕事も事情の許す会員それ

ぞれが家庭生活のすき間で分担しながらこなしているのが現状です。法令遵守、組織統治力

などがスポーツ団体にも厳しく問われる時代となり、責任ある仕事を担う次世代の人材育

成と確保は悩ましい問題です。 
近年、総合型地域スポーツクラブの話題や、中学校の部活を外部指導者に委託する話題も

耳にします。その種目にある程度の知識や経験があり、体力や指導力、責任感も持ち合わせ、

決まった時間にその場所に来てくれる地域の人材を確保すること・・これはなかなかの難題

です。 
最後は少し愚痴っぽくなってしまいました。願わくは、ゆとりある社会が実現され生涯ス

ポーツを楽しめる未来がありますように。 
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集中講義「精神保健」（子ども発達支援領域） 

―アクティブ・ラーニング導入の試み ― 

糸田 尚史（名寄市立大学） 

 

１．問題 
 新カリキュラムに変わるまでという条件でＡ大学生活科学部保育学科の「精神保健」を集中講義によ

り担当することになった。そこで、Ｂ看護専門学校で精神看護学Ⅱ（精神保健領域）の非常勤講師もし

ていた時期に作成した「90分×15回」分の看護学生向けのスライドを用いた講義と同じ内容での授業

を計画した。しかし、保育学生向けに作り替えてほしいと言われ、子ども発達支援領域にかかわる「精

神保健」の講義内容へと組み替えた。 
さらに、2017（平成29）年度に名寄市立大学にお招きした当時は京都大学にいらした溝上慎一氏に

よるアクティブ・ラーニングに関する講演（模擬授業）にも大きく触発され、「精神保健」の集中講義

にはアクティブ・ラーニングも導入してみることにした。 
２．方法 
 「精神保健」は保育学科の２年生にとっては初めての集中講義であり、10時40分から17時50分

までの４コマ続きの授業を４日間連続で受ける学生たちの心身の負担を考慮すると、区分は講義科目

ではあるものの、演習科目的な学修を加えてもよいとの示唆をいただいた。座学の講義のほうは講義

室においてパワーポイントによるスライドを用いて行い、アクティブな演習のほうは保育実習室と大

学の周りの屋外で行うことになった。 
 アクティブ・ラーニングに関しては、溝上の講演を参考に、①講義、②読解、③視聴覚教材、④デ

モンストレーション、⑤グループディスカッション、⑥活動や体験をする、⑦他者に教えるなどを試

行した。そして、アクティブ・ラーニング導入の効果については毎時のレスポンスカードと最終日に

おける感想の記述から評価する方法をとるものとした。 
３．結果 
全講義終了後、受講学生達からは「講義と実習があってとてもわかりやすかった」「わくわくするよ

うなものがたくさんあった」「座学もエクササイズもたくさんある充実した４日間だった！」「驚きの

連続だった。正直、今までに受講したことのないような内容だった」「座学のスライドでみたことをや

ってみることで実感することができた」「演習と座学を半分ずつ行う授業だったのでよりためになっ

た」「座学以外にも学び方がたくさんあり、あっという間の４日間だった」などの肯定的なコメントが

得られた。 
４．考察 
①講義（スライド）、②読解（貞方宏著「行為の喪失の時代」）、③視聴覚教材（映画『レインマ

ン』）、④デモンストレーション（手遊び）、⑤グループディスカッション（絵本）、⑥活動や体験をす

る（親子遊び、寄り道散歩）、⑦他者に教える（寄り道散歩の「おたより」の作成）などのアクティ

ブ・ラーニング導入を試みた。その結果、学生達からの評価も良好といえる集中講義「精神保健（子

ども発達支援領域）」にすることができた。 
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